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  平成 10 年のことだったと思う。当時の学部長だった（当時の財団理事でもあった）寺本巖先生か

ら「今度建設コンサルが研究助成の財団作ったんだけど、そこの審査員やってくんない？環境なんだけ

どね」と頼まれた。通信工学が専門の私としては、直感的には畑違いとの不安もあったが、異分野への

知識が広がる絶好の機会と捉えて、二つ返事でお引き受けした。実はもう一つ、研究助成申請書の書き

方の参考になるのではといった下心があったことも否定はできないのだが。 

 実際に選考委員の仕事が始まってみると、当初抱いていた畑違いとの不安はすぐに解消された。広範

な分野から集まって来た申請書を目にすることになったためである。これら全ての詳細を充分理解でき

る人など存在しようもないことは明らかで、それならば自分が選考委員でもよいのではと妙に安堵した

ことを覚えている。よくよく考えてみると、環境には地球という星（その周りの宇宙も？）に存在する

もの、そこで起こること、そこに生きるもの全てが含まれる。人間が勝手に考えた学問体系などは全て

飲み込まれてしまうのである。 

 前置きのつもりが思いもよらず大きな話になってしまったが、本題は、私がこれまで抱いてきた素朴

で俗っぽい疑問を投げ掛けることである。工学系の人間としてはやはり工業製品が気になるので、エア

コン購入の実体験を少し脚色してみた。家電量販店でよくあるパターンであるが、保証期間が、価格の

手頃なものは 5年、やや高価で高機能なものは 10年に設定されている。後者の方が省エネ効果が高く、

使っているうちに価格差の元が取れるというのが売り文句になっている。さらに、機能も充実していて、

保証も長くて安心とのことで、つい後者を買ってしまう。実際にはどのくらい電気代が浮いているのか

比べようもないのだが、それはさておき、保証が切れたころに調子が悪くなり、店に相談すると「修理

より買い替えの方がお得ですよ」と判で押したような答えが返って来る。今後の費用負担を考えると確

かにそうだと思う。そして、買い替えは店にとってもメーカーにとっても嬉しいことである。経済的に

はこのような流れになるが、環境のためにはどうであろうか？買い替えると以降の消費電力量は減るが、

それは古い機械の処分と新しい機械の製造に費やされるエネルギーや資源に見合ったものなのだろう

か？どうも私には長く使った方が環境に優しいように思えてならないのである。 

 次々と新製品を開発して世に出すということは科学技術の進展に欠かせないことであり、大きな経済

効果もある。その一方で、リサイクルについては、これまでにも多くの実績があり、近年対象となる資

源の種類も広がりを見せている。また，中古市場の拡大やフリマサービスの普及などにより，リユース

も盛んになってきた。さらにもう一歩進めて、単純な長期使用についても技術的・経済的な効果が生み

出されることを期待したい。 

 最後になりますが、岡山県内限定とはいえ，環境科学の振興に関して当財団は一定の役割を果たして

きたし，これからも果たしていくものと確信しています．ただ少しもったいないと感じていることは，

申請の分野が化学と生物学に偏っているという現状です。対象が環境科学なので、それが自然なことで

はありますが、さらに広範な分野からの応募を期待します。そして願わくは、当財団から助成を受けた

研究がこの星の未来を大いに輝かせるものになることを祈念しています。 

 

選考委員 稲井 寛 

（岡山県立大学情報工学部教授） 

１．巻頭言 
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2025 年夏、異常的な高温が多発し、記録的な猛暑が続いた。これは地球温暖化に

加え、太平洋高気圧の強い張り出しが要因であり、梅雨入り・梅雨明けも記録的に

早かったため、各地で、水不足が深刻化した。 

文部科学省と気象庁は「日本の気候変動 2025」を発表、日本での気温上昇や豪雨・

猛暑日の増加、海面上昇などを指摘するものであった。これらの現象は地球温暖化

がなければ発生し得ないレベルであると結論づけている。 
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